






































の億及び虎存の報告と良 く一致 してお り謝定方法及び解析方法の妥
当性が確かめられたふカーボン膜基板上のNi微粒子に関しては､
Ni微粒子の大きさの減少に伴い,ELSスペクトルにおいて観測
されるNi-M2､3吸収端の択失エネルギー位置が高損失エネルギ一
価-シフ トし､Ni-Niの最近接麻子間鹿社が収締する結果が得
られた｡Ni-M2､3吸収端のシフ トについては,Ni微粒子の大き
さの減少に伴いNi-M2､3電子の束縛エネルギーが高束縛エネルギ
ー側-シフ トしたためであると椿姶すげた｡また,TEMを用いた
叔索によってNi微粒子の形成を直接親祭した｡そして､AESを
用いて見棟もったNi織粒子の大きさとTEM写真を用いて測定 し
た'Ni微粒子の大きさとは互いに良い一致を示した｡
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